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１ 研究の背景（目的）・主題設定の理由等 
 (1) 背景 

令和３年度から中学校において実施となった

中学校学習指導要領（平成29年３月告示）（以下、

「学習指導要領」）で求められているのは、単に教

員から一方向に知識を伝達したり、計算練習や漢

字の書き取りを繰り返したりするだけの学習活

動ではない。授業は生徒が主体的・対話的で深い

学びを行う場であり、教師はその実現に向けて絶

えず授業改善を行っていく必要がある。 

また、OECD国際教員指導環境調査（TALIS）2018

においても「主体的・対話的で深い学びの視点か

らの授業改善や探究的な学習に関わる指導実践

について、頻繁に行う日本の中学校教員の割合は、

前回 2013 年調査と比べて増えているが依然とし

て低い」（文部科学省・国立教育政策研究所、2020a）

という報告がある。 

 (2) 現状 

学校現場では、学習指導要領の本格実施に向け

て、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた

授業改善のための研修や校内研究が盛んに行わ

れてきた。しかし、2021年４月から７月までの間

に、筆者が参観した都内複数地区の中学校におけ

る 30 コマ超の様々な教科の授業では、そのほと

んどが、みんなで同じことを、同じように行うも

のであり、教員の発問に対して毎回ほとんど同じ

生徒が挙手をして答えを言う程度であった。 

文部科学省が実施している平成 30 年度におけ

る教員研修実施状況調査の結果によると、中学校

における主体的・対話的で深い学び（アクティブ・

ラーニング）に関する研修の実施率は90％を超え

ている。（文部科学省、2020）一方、2020年８月末

～９月末にかけて実施した民間の研究所による

調査結果によると、「主体的・対話的で深い学びを

進める方法がわからない」という質問に「とても

そう思う」、「まぁそう思う」と回答した中学校教

員の割合は 33.4％にものぼる。（ベネッセ教育総

合研究所、2020）また、「主体的・対話的で深い学

びを進める方法がわからない」という質問に関し

て「そう思う」と回答した小学校教員は、「そう思

わない」と回答した教員よりも「教師主導の講義

形式の授業」や「教科書通りに教える授業」をよ

く実施しており、「自分で決めたテーマについて

調べることを取り入れた授業」など、資質・能力

を育成する授業方法を実施する割合が低いこと

も明らかになった。この傾向は、中学校教員でも

同様であったとの報告もある。（ベネッセ教育総

合研究所、2020b） 

 (3) 目的 

研修の機会は十分にあったにも関わらず「方法

が分からない」と答える教員が多く存在し、授業

改善も進展が見られない原因に、教員の授業観や

教師観が影響している可能性がある。教員が一方

向の講義型の授業観や知識を伝達する者として

の教師観をもっている限り、どんなに技術や方法

について学ぶ研修を受けても、その場限りのもの

となり、一方向の講義形式の授業から変わること

はないからだ。 

このようなことから、一方向の講義型の授業観

が、生徒の主体的な参加を促す授業への転換やそ

のための教師の学びを阻害しているのではない

かと考える。 

本研究では、教員のもつ授業観や教師観と授業

志向との関係について明らかにし、その結果を基

に生徒の主体的・対話的で深い学びを促す授業を

実現するための教員研修や教師教育の在り方や

方向性について考察を行うことを目的とする。 

 
２ 研究の方法 

都内公立中学校教員に調査協力を依頼し、回答が

得られた752人を分析対象とした。 

調査内容及び方法は、以下の３点とした。 

(1) 属性 

教員経験年数、役職、担当教科 

(2) 授業観、教師観 

秋田（1996）の捉え方である、比喩生成課題に

よる被験者のもつ授業イメージや教師イメージ

を援用した。秋田の比喩生成課題で作成された授

業・教師に関する比喩内容のうち、回答者が多か

ったものを授業観・教師観を測る項目として、そ

れぞれ28項目と22項目設定し、それぞれの比喩

表現が自らの授業観や教師観に照らしてどの程

度当てはまるかを６件法で回答を求めた。（表１） 
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(3) 授業志向 

学習者の主体的な参加や思考を促す授業例と、

学習者の主体的な参加や思考のない一方的な授

業例を、それぞれ14項目ずつ設けた。それらに対

して、「自身の授業においてどの程度重視し実施

していますか。」という教示を与え、「１ 全く重

視せず実施していない」～「６ 非常に重視して

実施している」の６件法で求めた。（表２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 研究の結果 

授業観、教師観、授業志向について因子分析（固

有値１以上、主因子法、Promax回転）を行い、少数

の因子に要約した。（表３） 

表３ 因子分析結果 

次に、授業観、教師観が授業志向に与える影響を

検討するために、重回帰分析を行った。（表４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

その結果、「生徒と共につくるもの」としての授業

観を高め、「伝達の場」としての授業観を弱めていく

ことが、一方向型の授業から脱却し、今求められて

いる生徒の主体的・対話的で深い学びを促す授業を

進めるうえで大切であることが示唆された。また、

経験年数と授業志向に影響を及ぼす要因となって

いる授業観、教師観の関連では、「主体的・対話的」

授業志向に強い正の影響を与える「生徒と共につく

る」の得点は、４～５年目の教員が最も高く、それ

以降経験年数の増加と共に低下し、31年目からの教

員と比べると有意差が見られた。（図１） 

図１ 経験年数と授業志向影響要因の関係 

４  研究の考察 

生徒の主体的・対話的で深い学びを促す授業を志

向する鍵となるのは、「生徒と共につくるもの」とし

ての授業観であること、反対に「伝達の場」として

の授業観は、生徒の主体的・対話的で深い学びを阻

害したり教員の主体的な授業に向かわせたりして

いることが明らかになった。 

秋田（1996）は教える経験の増加に伴って「生徒

と共につくるもの」と捉える教員が多くなると指摘

していた。しかし、今回調査した中学校教員におい

てはその傾向が見られず、４～５年目で最も多く、

その後減少する傾向があった。これには、教員自身

が受けてきた授業の記憶や、初任者の時期に受けた

授業方法に関する研修などが強く影響している可

能性が考えられる。教師教育や教員研修を考える上

で、主体的・対話的で深い学びのある授業を教員自

身が多く経験することや、教員として初期段階での

学びが非常に重要である可能性が示唆された。 

 

５  今後の展望 

「生徒と共につくるもの」という授業観が最も低

下する、経験年数の長い群へのアプローチとして、

益川・村山（2014）が開発したプログラムが参考に

なる。それは、学習者中心の知識構築型の授業を、

実際に体験しながら学ぶものだった。結果として、

ほぼ全ての学習者が「生徒と共につくるもの」とい

う授業観を形成していた。このことからも、教員自

身が主体的・対話的な学びのある授業を経験し価値

を実感することが、授業観の変容に重要であると言

える。 

今後は、「主体的・対話的で深い学び」の重要性や

授業方法を伝達するだけの研修ではなく、学習者が

体験的に学び、価値を実感できる機会をつくること

で、「生徒と共につくるもの」としての授業観を高め

られるようにする。 

因子 因子名 比喩表現や授業志向

1 生徒と共につくるもの 共同制作の作品、キャッチボール

2 同じことの繰り返し 列車、カレンダーや時計

3 苦行の場 がまん大会、修行

4 伝達の場 芝居や劇、台本

1 ファシリテーター 指揮者、司会者

2 管理者 独裁者、教祖

3 伴走者 土や肥し、ベーキングパウダー

1 主体的・対話的 他者との対話を通じて志向を広げる。

2 受動的・訓練的 板書を正確にノート等に写させる。

3 教師主体的 教師が雑談や冗談で授業を盛り上げる。

表1　因子分析結果
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